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　コンピュータが小型、安価になることで、日用品
としてのコンピュータ利用が今後ますます進展する
と予想されています。このようなコンピュータ利用
形態をユビキタスコンピューティングと呼んでいま
す。近未来においては、ユビキタスコンピューティ
ングの実現により、家庭でのコンピュータ利用がま
すます進展すると考えられます。そこで家庭におい
て、一般の生活者が必要とするコンピュータの実現
をめざし、以下の研究課題に取り組んでいます。こ
の結果を実装し、実験する目的で、お茶の水女子大
学小石川職員住宅跡地に、最新の実験住宅を建設し
ています． 
(1) ユビキタスコンピューティングのアプリケーショ
ンの提案（例えば、キッチンやリビングや家具／
日用品などに組み込まれたコンピュータにより、
調理支援、探し物支援などの生活支援、遠隔地と
のコミュニケーション支援などを実現します） 

(2) 情報家電や日用品に組込まれたコンピュータ利用
のための新しいインタフェース手法の提案 

(3) 生活者の行動分析とこれに基づくアプリケーショ
ンの提案 

(4) 家庭における高齢者支援やリハビリテーション支
援 

(5) コンピュータやネットワークの進化に対応する新
しい住宅の提案 

(6) 自然と共生する機能をもつ IT 住宅 

　In the near future, we will be using many single 
purpose information appliances equipped with 
ubiquitous, invisible computers. At that time, house 
will be the most important place for computer 
developers to deploy ubiquitous computers. We 
are building an experimental house for ubiquitous 
computing. The house is designed to live in symbiosis 
with computers, sensors, and networks. We are 
developing computer-augmented furniture, decors, 
and house fixture to realize ubiquitous computing 
applications at home.
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　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　人と人工物とのインタラクションを考え、使い
やすいコンピュータを実現するための考え方を学ぶ
ヒューマンコンピュータインタラクションの授業と、
使いやすいコンピュータアプリケーションを開発す
るためのマルチメディアプログラミングの授業を担
当しています。また、卒業研究と大学院では、生活
の中で使われるユビキタスコンピューティングアプ
リケーションを実装し評価する研究を指導していま
す。

I am teaching human computer interactions 
and multimedia programming development. In 
the laboratory, students are developing various 
ubiquitous computing applications for everyday life 
of the future.

　家電製品のみならず、家具、日用品、建具、家、建材など、いままでコンピュータとは無縁だったありとあ
らゆる身の回りの物に、コンピュータ、センサー、ネットワークが入ることで、今までにない新しいコンピュー
タアプリケーションが実現されると考えています。コンピュータメーカ、通信サービス、家電メーカのみならず、
日用品、家具、建材、ハウスメーカなど、さまざまな分野のパートナーと共同研究が可能であると考えています。

　ユビキタスコンピューティングの分野では、生活に密着したアプリケーションが主体になります。そこで、
女性の視点に基づいたユニークな発想が求められています。情報科学分野の中でも女性の活躍がもっとも期待
されている分野であると言えます。情報科学と生活科学の両方を得意とする本学は、この分野の女性研究者、
女性技術者の育成を積極的に進めていきます。
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